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緒 言

ミカンコミバエ（Bactrocera dorsalis）は、東南アジア
を中心に分布し幼虫が果樹や果菜類に被害を及ぼす害虫と
して世界的に知られている。我が国ではかつて南西諸島及
び小笠原諸島に分布していたが、国と地方自治体が行っ
た根絶事業により1986年に根絶された（YOSHIZAWA, 
1997）。そのため、我が国では現在全国の海空港周辺を中
心に侵入警戒調査を実施して、本種の再侵入を警戒してい
る。万が一侵入警戒調査においてミカンコミバエが発見さ
れた場合は、速やかに緊急措置が執られることになるが、
その際羽化時期やその後の世代経過をいかに正確に予測す
るかということが、具体的な対応を考える上で重要とな
る。こうした予測は通常既存の発育零点及び有効積算温度
等の発育パラメーターを用いて行うこととなる。ミカンコ
ミバエの発育パラメーターについては、小泉・柴田（1964）
をはじめ、佐伯ら（1980）、VARGAS et al.（1984）など
があるが、これら報告を比較すると、幼虫、成虫とも黄熟
バナナを飼料として飼育した供試虫を用いた小泉・柴田 
（1964）の報告における産卵前期間が、人工飼料を用いて
飼育した供試虫を用いた他の報告に比べて著しく長い。こ
れは羽化後に与えた成虫飼料が産卵前期間に影響したもの
と推測されるが、バナナと人工飼料で飼育した場合の幼虫
発育期間及び産卵前期間を比較した報告はなく、確かな理

由は不明である。そこで、ミカンコミバエの発育に要する
有効積算温度が報告者により異なっている理由を明らかに
し、また世代経過予測等を検討する際の参考情報とするた
め、バナナ生果実と人工飼料という餌の違いが幼虫発育期
間及び産卵前期間に与える影響を調査した。
本稿に先立ち、調査の実施及び論文のとりまとめに際し
ご指導、ご助言を頂いた調査研究部害虫担当統括調査官 
田中健治氏に深く感謝の意を表する。

材料及び方法

1.　供試虫
農林水産大臣の許可を得て、横浜植物防疫所調査研究
部害虫担当で飼育している小笠原産ミカンコミバエ（Bac-
trocera dorsalis）（許可指令番号：59横植第1301号）を用
いた。

2.　幼虫期間調査
2007年7月12日に人工採卵器により採卵したミカンコ
ミバエの卵100個をアイスクリームカップ（直径100 mm、
深さ43 mm）に入れた人工飼料（ふすま、乾燥酵母、砂糖、
ソルビン酸、p-ヒドロキシ安息香酸メチルの混合）50 gま
たは黄熟バナナ50 gに接種し、室温：26±0.5℃、RH: 60
～ 70%、明暗：16L : 8D、明期の光量：3000 ～ 5000 Lux
の人工気象装置コイトトロン（小糸工業製）内に静置した。
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Abstract: The effects of diet on preoviposition and larval developmental periods of the oriental fruit fly, Bactrocera 
dorsalis, were investigated to clarify the reason why the total effective temperature differs among previous reports. 
When banana was fed to the larvae, larval developmental periods were significantly longer than the periods when 
an artificial diet was used. When banana paste was fed to the adult flies, preoviposition periods were significantly 
longer than the periods when an artificial diet was used. And when an artificial diet was fed to the adult flies for 1, 
2, 3, 4, or 7 days and then banana paste was fed, preoviposition periods were shorter as the number of days when 
an artificial diet was fed were longer. These results suggest that not only temperature but also nutritional composi-
tion of the diet may greatly affect developmental periods.
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アイスクリームカップの蓋は通気性を確保するため5 cm
四方に四角く切り取り、キムワイプを挟んで蓋をした。ま
た、卵接種後3日目にアイスクリームカップの蓋を外し
て砂を敷いたプラスチック容器（W×D×H：125 mm×
110 mm×90 mm、蓋は網張り）に入れ、カップから飛び
出して囲蛹を形成する個体数を毎日記録した。また、その
後継続して飼育し、羽化してくる成虫頭数を毎日記録し
た。反復は10回行った。

3.　産卵前期間調査
2007年9月から2009年9月の間に羽化したミカンコミ

バエの雄2～ 5頭及び雌1～ 3頭を羽化後1日以内にステ
ンレス製金網張の小型ケージ（W×D×H：150 mm×
250 mm×150 mm）に放飼し、人工飼料（加水分解酵母
（AY-65；アサヒフードアンドヘルスケア）とグラニュー
糖を1 : 4の割合で混合したもの）またはバナナペースト
（黄熟バナナ200 g、水40 ml、ソルビン酸0.1gをミキサー
で混合したもの）を与え、受精卵を産卵するまでの日数
を調査した。反復は人工飼料区で33回、バナナ区で20回
行った。また、人工飼料と素寒天（給水用）を1、2、3、4、
7日与えた後、バナナペーストに切り換えた場合の産卵前
期間も調査した。当該調査の反復は1日区で10回、2日区
で8回、3日区で9回、4日区で2回、7日区で5回行った。
バナナペーストは、乾燥を防ぐため水を含ませた綿球上に
のせて供し、綿球とバナナペーストは毎日交換した。採
卵には、黄色のビニールテープを巻いて直径0.5 ～ 1.0 mm
の穴を15個程度開けたフィルムケース（f×H：30 mm×
58 mm）にレモン果汁（ポッカレモン100；ポッカコーポ
レーション）を入れた人工採卵器を使用した。この採卵器
を、9：00～ 15：00の6時間ケージ内に静置して採卵を行っ
た。採卵は羽化後5日目から行った。回収した卵は、湿っ
た濾紙を敷いたシャーレ内に並べ、26±0.5℃恒温条件下
で2日以上保管した後、実体顕微鏡下で孵化の有無を確認
した。

結果及び考察

1.　幼虫発育期間
結果をFig. 1.に示した。人工飼料で飼育した場合の卵～
蛹化までの幼虫発育期間および卵～成虫羽化までの発育期
間は、それぞれ8.2±0.8日（平均±標準偏差、以下同じ）
及び18.6±0.9日であった。一方、バナナで飼育した場合
の幼虫発育期間及び卵～成虫羽化までの発育期間は、それ
ぞれ10.9±1.8日及び21.1±1.8日であり、人工飼料で飼育
した場合に比べてそれぞれ有意に長くなった（Mann-Whit-
ney U検定、p<0.05）。十分な蛋白質やミネラルを含む人
工飼料で飼育した場合の幼虫発育期間および卵～成虫羽
化までの発育期間については、26℃恒温条件下で約7.7日
（発育零点：t0=11.8℃、有効積算温度：K=107.9日度）お
よび18.5日（t0=11.4℃、K=267.0日度）（佐伯ら、1980）、
あるいは9.3日（t0=13.3℃、K=118.2日度）および19.4日
（t0=13.3℃、K=246.6日度）（VARGAS et al., 1984）など
の報告があるが、今回の結果はそれらとほぼ一致してい
た。一方、供試虫をバナナで飼育して調査を行った小泉・
柴田（1964）の報告における幼虫発育期間および卵～成虫
羽化までの発育期間もそれぞれ約8日（t0=10.0℃、K=96.2
日度）と約17日（t0=9.7℃、K=281.2日度）であり、人工
飼料を与えた場合とほぼ一致していた。しかしながら、今
回の調査でバナナを与えた場合の幼虫発育期間はこれらと
比べると約3日、卵～成虫羽化までの発育期間では約4日
長くなった。この理由についての詳細は不明であるが、果
実に寄生したミカンコミバエの幼虫発育期間は果実の種類
により様々であるとの報告があること（IWAIZUMI et al., 
1994）、また一口にバナナといっても品種や追熟条件によ
り果実中の糖度、酸度、ビタミン等の含有成分に違いがあ
ることが知られていること（春日・片野、2008）から判断
して、二つの試験で使用したバナナ生果実に含まれる成分
に何らかの違いがあり、そのことが幼虫の発育期間に影響

Fig. 1.  Effects of different diets on pupation and emergence.
Solid and dashed lines indicate changes of artificial diet and banana paste, respectively. Solid and open circles indicate pupation and 
emergence rate, respectively.
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を及ぼした可能性も考えられる。

2.　産卵前期間
本調査において、十分な量の人工飼料を成虫羽化直後か
ら与えた場合の産卵前期間は10±2.2日（平均±標準偏差、
以下同じ）であり、最も短い個体では7日、最も長い個体
では15日であった。一方、バナナペーストを与えた場合
の平均産卵前期間は、26.2±14.5日であり、最も短い個体
では13日、最も長い個体では48日となり、人工飼料で飼
育した場合に比べて有意に長くなった（Mann-Whitney U
検定、p<0.05）。また、羽化直後の成虫に十分な蛋白質と
糖を与え、1、2、3、4、7日後にバナナペーストに切り換
えた場合、1日区の産卵前期間は30日であったが、その他
の区では人工飼料を与える日数が長くなるにつれて産卵前
期間が短くなり、7日間与えた場合では約9日と人工飼料
のみを与えた場合とほぼ同じ日数になった（Fig. 2.）。こ
れらの結果により、ミカンコミバエの成虫羽化後に与えた
人工飼料とバナナという餌の違いが、産卵前期間に影響を
与えることを確認した。
ミカンコミバエの産卵前期間に関する既存の情報として
は、成虫の餌として蛋白加水分解物とショ糖を成分とする
人工飼料を与えて調査した佐伯ら（1980）や一戸ら（1973）
が、それぞれ、26℃下で約14日、25℃下で12 ～ 15日と
報告しているのに対し、バナナ生果実を与えて調査した小
泉ら（1964）は、発育零点14℃、有効積算温度332日度（こ
れから26℃下での産卵前期間を算出すると約28日となる）
と報告しており、報告者によりその値に大きな違いが認め
られている。これらの調査及び今回筆者らが実施した調査
は、それぞれ使用した供試虫の系統や実施した実験系も異
なるため、産卵前期間の違いが単純に餌の違いだけに起因
したとは判断できないが、本調査の結果から、成虫羽化後
の飼料にバナナを用いたことが、小泉・柴田（1964）の報

告における産卵前期間が他の報告のそれと比べて長くなっ
た主な理由の一つであろうと考えられた。

3.　今後の課題
野外での世代経過を予測するためには、実験室内で得ら
れた幼虫発育期間及び産卵前期間に関するデータを利用す
ることが不可欠であるが、より的確なデータを得るにあ
たっては、発育速度に影響を及ぼすと考えられる様々な要
因について、野外条件を反映させた室内実験を行うことが
望ましい。今回の調査では、餌の違いが幼虫発育期間及び
産卵前期間に影響を与えることは判明したが、人工飼料を
与えて得られた値とバナナ生果実を与えて得られた値のい
ずれがより野外での実態を反映しているかという点や、幼
虫期間及び産卵前期間に影響を与える餌以外の要因につい
ては明らかにできていない。今後は、野外においてミバエ
が摂取している餌の実態把握調査や、それらの入手・利用
の困難性も加味した上で実験条件を設定できるのかといっ
た問題点も検討しつつ、こうした点を明らかにしてゆく必
要があると考える。
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